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2 _基礎変位式 円筒の半径方向に r、円周方向に 8、円筒軸方向に zをとり、波動は軸方向に進行す
る定常波動伝播と仮定し、 pを角速度、 Vを波動伝播速度、 μ.AをLameの弾性定数、 ρを円筒の密度
とし、半径方向に Hankel変換を行うと変位式は次のように求められる。
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ここで、 mは波動の局方向の性質を示し、。のときは軸対称で lのときは曲げ波動となる。また、関数Gと
χは円筒の外半径を a1、内半径を a2 とすると次のようになる。
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ただし、 1. Kは変形第 l種、第 2種の Be s s e 1関数である。又、式中の係数α，β. A. B. Eは円
筒の内外面の変位及び応力で与えられるもので、次のようになる。
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以上が円筒に対する変位式であるが、円柱の場合は、 a2 0として kょ 1の項のみ考慮することで与え
られる。この場合、関数Rは次のように表される。
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さらに、円筒の内外商における境界条件を考えると次のようになる。
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4. 数値解析 解析は曲げ波動について行った。計算wuとしては Ca s e 1 ポアソン比 ν1 =116、 /12 
=0.3、弾性係数比 E2 /El =7.0、密度比 ρ2/ρ1 =3.20 C a s e I 川 =0.3、 νz =116、 El/E2
=7.0、 ρ1/ρz =3.2について、 az / a 1 =0.0. 0.25. 0.5. 0.9. 1.0の場合について行った。





は円筒の Rayle gh波の速度にー 0.5 
致し、無限大では Oになることがわかる。




は円柱のせん断波の速度に一致し、無限 Vs12. <) 
大では円筒の位相速度に漸近しながら O
になっている。又、 az/al=0.9のと 1.5 
きだけ 1/a 1が0.4付近で極小値をも
つことがわかる。





図-4はCa s e Iについて 2次の位
相速度分散曲線を示したもので、 Ca s 
e 1と同じような性質を示しているが、
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変位しているが、波長が短くなってくる 図-s鋪万陶変位の機動モード
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